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基盤に考えるなら，また別の解釈も可能であるし，
兵庫県北部のセダカには上翅基部に 1 対の大顆粒
をもつ点をはじめ，一部にマヤサン的な特徴形質
を示す個体が少ないながら出現することも理解で
きる．一方，兵庫県北西部におけるマヤサンの最
近の確認情報はないと思われること，両種がこれ
らの地域でモザイク的にせよ，同所的あるいは側
所的に分布していたとは考えにくいことから，マ
ヤサンの記録が何らかのミスまたは偶然に基づく
という考え方も捨て切れない．

いずれにせよ，兵庫県北西部における今後のさ
らなる詳しい分布調査が必要であろう．
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【短報】オキナワケシデオキノコムシの渡嘉敷島か
らの採集記録

筆者は 2014 年 3 月 26 日に沖縄県渡嘉敷島で落
葉層に生息する菌食性コウチュウ類の調査を行っ
た．渡嘉敷島におけるハネカクシ科デオキノコム
シ亜科の従来の記録はほとんどない．本調査にて
オキナワケシデオキノコムシ Scaphisoma conforme 
okinawaense Löbl, 1982を採集できたので記録したい．

1♂, 沖縄県渡嘉敷島久比里原林道 , 26. III. 2014, 
保科英人採集．

本種は Löbl (1982) によって，沖縄本島与那を基
準産地として，台湾産種 S. conforme conforme Löbl, 
1980 の沖縄産亜種として記載された．沖縄本島で
は特に珍しい種ではないが，多くの周辺離島から
は記録がない．

琉球列島では，Scaphisoma 属などのいわゆる小
型デオキノコムシ類は立ち枯れや倒木のビーティ
ングよりも落ち葉ふるいの方が一般的に効率よく
捕れる．筆者個人の経験談で恐縮だが，かつて奄
美大島での 1 時間程度の土ふるいで 100 頭を超す 
Scaphisoma 属を採集したことがある．しかし，今
回の渡嘉敷島における調査では，本稿で報告する
オキナワケシデオキノコムシのほかは，数個体の 
未同定の Scaphisoma 属が捕れたにすぎない．また，
同じく菌食性タマキノコムシ科や捕食性のハネカ
クシ科コケムシ亜科なども捕獲されたのは 10 頭以
下だった．渡嘉敷島の土壌性ハネカクシ上科相は，

同じ沖縄本島周辺の離島である久米島のそれと比
較すると貧弱であると推察される．
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